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臨床腫瘍セミナー
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日時

がん患者における口腔ケアの重要性と実際
～医科歯科・病診連携による取組みの一例

宮城県立がんセンター 歯科 臼渕 公敏 先生

演題

講師

福島県立医科大学
１１号館（臨床講義棟）

第二臨床講義室

場所

�がん治療に携わる医師及びコメディカルを対象に公開セミナーとして開催されます
�本セミナーは「東北がんプロフェッショナル養成プラン」事業の一環となっております
�本学大学院生は、大学院授業要項で規定する共通必修科目（規定の８）に該当します

次回開催のお知らせ
日時 平成２３年１０月１８日（火）１８時～１９時
講師 福島県立医科大学泌尿器科学講座

相川健先生
内容 「前立腺がんと腎細胞がん」

お問い合わせ先
福島県立医科大学附属病院
臨床腫瘍センター
がんプロフェッショナル養成支援室
電話 ５４７－１４１０（内線２６６１）
メール akiko-a@fmu.ac.jp

●講演内容●

専門的口腔ケアは、現在がん治療において支持療法の一つとして必須と認識されています。今後外来化学療法・
放射線治療の普及により、このような外来通院患者に対する口腔ケアの需要も高まると予想されます。しかし中核
病院や拠点医療機関で歯科・歯科口腔外科を設置する施設は少なく、設置されていてもマンパワー不足な状況で
す。これを解決すべく全国各地で医科歯科連携・病診連携システムを構築したものの、十分機能していない事例を
多く耳にしております。
歯科未設置であった当院においては、平成17年3月より当院頭頸科がん患者の専門的口腔ケアを一般歯科診療
所に紹介するシステムを開始し5年間で150名を超えました。さらに当院頭頸科で同一再建術者により手術を行っ
た遊離再建手術102例において術後合併症の発生率を検討したところ、口腔ケア無し群61.1%に対し、ケア有り
群37.5%と有意に低下しました。歯科未設置の病院と一般歯科診療所との病診連携により、医科においては治療
中のQOLを向上させ、歯科においては一定の集患効果となったのです。

このような当院の取り組みをもとに、がん拠点病院に対して一般歯科診療所が行う、医科歯科病診連携による専
門的口腔ケア介入の概要と医学的有効性、また一般歯科医院における対応と医療経済効果についてお示しした
いと思います。

本セミナーが、がん口腔ケアにおける極めて良好な医科歯科連携・病診連携の普及・発展の一助になれば幸いで
す。
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